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16霊長類の網膜黄斑に特異 的に発現する遭伝子群の
同定
古川缶久,井上達 也 ((財)大阪バイオサイエ
ンス研究所)
対応者 :大石高生
網膜は光受容に必須の組織で,脊椎動物に高度に
保存されている.近年,網 膜の発生に関わる分子の研
究は飛躍的に進んできた.これらはマウスを中心とし
たものが大多数であり,種間の相違点をすべて説明で
きるものではない.ヒトを含めた霊長類の網膜は中心
部に黄斑という特徴的な構造をもつ.黄斑部では,梶
細胞の中でも錐体細胞が高密度に存在し,これにより
黄斑構造を持つ生物は良好な視力が得られる.実際,
近年日本を含む先進国で増加傾向にある加齢性黄斑変
性症などの黄斑疾患は,重篤な視力低下や失明の原因
となっている.これまで,黄斑発生の分子メカニズム
についての報告はほとんどみられない.最近アカゲザ
ルの遺伝子を網羅したマイクロアレイ用のジーンチッ
プが利用可能となった(Afrymetrix社).われわれは,井
斑発生に関わる迫伝子群の同定を目的として,周産期
のアカゲザルの網膜を井斑部と周辺部に分けて採取し,
それぞれの総 RNAについてマイクロアレイを用いて
迫伝子発現を比較した.これまでに2サンプルについ
てマイクロアレイによる解析を行った.2回の解析でと
もに共斑部において増加していた遺伝子について,実
際に網膜のどの細胞で発現しているかを確認するため
にinsimハイブリダイゼーションをおこなった.検体
として成体サルの凍結切片を用いた.現在のところ,
30迫伝子のうち9迫伝子については少なくとも黄斑部
の視細胞屑に高い発現を認めた.これらについては再
現性を確かめる必要があるが,検体の数に限りがある
ため,さらに検体が採取でき次茄解析していく予定で
ある.
17常緑樹林野に生息するニホンザル雌の析位による
採食樹利用パターンの追い
西川真理 (京都大･理 ･人類進化)
対応者 :杉浦秀樹
常緑樹林帯のニホンザルを対象に,雌の順位によ
る採食戦略の違いを調べた.調査は,2005年 8月から
2006年3月まで行った.調査対象群のE群は屋久島西
部域の常緑樹林帯に生息し,オトナメス7頭を含む28
頭で構成されている.オトナメスのうち,苅 ･中･低
順位のそれぞれの順位個体が含まれるように 5頭を調
査対象個体とし,終日個体追跡を行った.各採食樹で
の採食開始時刻,終了時刻,採食品日,そして伴食個
体数を記録した.調査期間中に税察された主要採食樹
では,全体として高順位個体では伴食個体数が多く,
低順位個体ではその数が少なくなる傾向が見られた.
ただし,樹冠体積が大きく,多数の個体を収容できる
アコウ･ハゼノキでは低順位でも伴食個体は多かった.
また,低順位個体では,採食の途中で市順位個体に採
食樹を横取りされるケースが見られた.これによって
低順位個体の樹木一本あたりの採食継続時問は高順位
個体よりも短かった.この影響によって,低順位個体
の 1日当たりの採食樹の本数は高順位個体のそれより
多くなっていると予測される.これに関しては,今後,
観察時間･日長時間などを考慮して詳しい分析を行う
予定である.
18盃長類の自発性瞬目に関する比較研究
田多英興(東北学院大･心理),
大森慈子(仁愛大 ･心理)
対応者 :友永雅己
最終的に71種についてビデオによる瞬目の解析が
完成した.その主要な結果は,瞬目率はヒトの半分か
ら1/3程度の低頻度であること,瞬目時間はヒトの約半
分の短時間であること,単独瞬目率も極めて低率であ
ること,などが特徴として浮かび上がった.さらに,
霊長類内での比較では,瞬目率と単独瞬目率とは概ね
系統差を反映する,しかし,瞬日時間にはあまり顕著
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